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平成 29年度 土木学会中国支部 選奨土木遺産認定式の開催について 

 

  公益社団法人土木学会では、土木学会選奨土木遺産選考委員会において，毎年全国で 20件

程度を「選奨土木遺産」※として認定しており、平成 28年度までに中国地方では 32件が認定

されています。 

今年度は「山陰道の石畳－駟馳山峠、蒲生峠」[さんいんどうのいしだたみ―しちやまとうげ、

がもうとうげ]（所在：鳥取県岩美町）が、中国地方で新たに認定され、この度、下記のとお

り認定式を実施しますのでご案内します。 

 

注）※「選奨土木遺産」の認定は、土木遺産の顕彰を通じて歴史的土木構造物の保存に資することを目的に下記

の趣旨で平成 12年度より土木学会が実施しており、毎年全国で 20件程度認定をしております。 

○土木遺産の文化的価値を評価し、土木構造物に親しみをもってもらうこと。 

○先輩技術者の仕事に敬意を払うとともに、将来の文化遺産創出への認識と責任の自覚を喚起すること。 

○歴史的土木施設を活かした地域性溢れるまちづくりを促すこと。 

    

                      記   

 

１．日  時：平成 29年 12月 17日（日）13：00～13：30 

２．場  所：イオンモール鳥取北 セントラルコート （鳥取市晩稲 348番地） 

３．認定物件：「山陰道の石畳―駟馳山峠、蒲生峠」（所在：鳥取県岩美町） 

      管理者 ：岩見町      

        認定理由 ：通行が困難であった峠道を改良するために施された石畳で、当時の様 

が偲ばれる。 

       完成年：文化9(1812)年(駟馳山峠)、明治25(1892)年以前（蒲生峠）  

４．内  容：選奨土木遺産認定式：認定書と銘板（銅製）の授与 

       次第：主催者挨拶    土木学会中国支部商議員 鳥取大学教授 黒岩正光 氏 

          選奨土木遺産について  土木学会中国支部選奨土木遺産選考委員長  

             岡山大学准教授 樋口輝久 氏 

          認定証と銘板の授与         土木学会中国支部商議員 黒岩正光 氏                    

岩美町教育委員会教育長 寺西健一 氏 

          受賞のあいさつ             岩美町教育委員会教育長 寺西健一 氏 

       

５．写  真： 

       

       

 

 

 

 

６．併催行事：第 10回「身近な土木を描いてみよう！」図画コンクール優秀作品表彰式 

       中国 5県から 1219枚の応募があり、その中から優秀賞 13点の内、鳥取県の受賞者

の表彰式を行います。そのほか、優秀作品 13点と鳥取県・島根県の佳作作品も展示。 

７.添  付：チラシ 

※H29 年度土木学会選奨土木遺産ＨＰ…http://www.jsce.or.jp/contents/isan/2017.shtml   以上    
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